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豚熱ワクチン接種農場における豚熱の患畜
確認に伴う今後の発生予防対策について

第15回拡大豚熱疫学調査チーム検討会において、「豚熱ワクチン接種農場における
豚熱の患畜確認に伴う今後の発生予防対策（提言）」がまとめられました。
参照：農水HP：「豚熱ワクチン接種農場における豚熱の患畜確認に伴う今後の発生予防対策（提言）」

「第15回拡大豚熱疫学調査チーム検討会」の開催概要について」
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/attach/pdf/domestic-29.pdf
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/attach/pdf/domestic-31.pdf

○発生予防対策（提言）
１、衛生管理区域への野生動物の侵入防止対策及び人や車両の進入時の衛生対策
適切な網目・高さの防護柵を設置しましょう。車両侵入の際、十分な圧力のある動力噴霧器等により
あらかじめ残存物を除去したうえで洗浄・消毒を行いましょう。

２、作業着・手袋及び長靴の交換並びに交差汚染防止
豚舎ごとに長靴、衣服、手袋を設置し交換前後の動線が交差しないようにしましょう。敷料を保管する
際ブルーシートや建屋で覆い、野生動物や野鳥との接触を防止しましょう。

３、ワクチン接種農場における免疫を獲得していない豚群への対応

豚舎に出入りする際の靴や衣服の交換及び手指や一輪車の消毒を行いましょう。豚舎開口部は防鳥
ネットを設置しましょう。健康観察と異常がみられた際は早期通報を徹底しましょう。

４、消毒液の選択及び交換頻度
適切な消毒薬・使用濃度を用い、消毒薬は定期的に交換しましょう。

５、農場内作業動線及び作業手順
豚舎間の豚の移動には、可能な限り消毒済みのケージ等を利用しましょう。

６、教育訓練等
飼養管理を行うものを明確にし、マニュアルの作成、記録簿等の確認手段を設けましょう。定期的に
教育・訓練を実施しましょう。

７、適切なワクチン接種
接種日、接種者等の記録により、接種状況を正確に把握しましょう。

８、野生いのししの陽性確認を踏まえた農場侵入リスクの認識

接種推奨地域においては陽性いのししの発見地点の遠近にかかわらず、周辺環境中に存在する
ウイルスの侵入リスクが高いことを認識し、衛生管理区域・各豚舎における衛生管理を徹底しましょう。

★ワクチンは、接種しても100％免疫を獲得するわけではありません。
飼養衛生管理基準の徹底を引き続きお願いします！！



茨城県における豚熱感染野生イノシシの確認について

7月7日、茨城県つくば市で死亡及び捕獲した野生イノシシにおいて、茨城県で豚熱の
遺伝子検査を実施したところ、陽性が確認されました。

41例目 42例目

発見日 6月30日 7月5日

検査日 7月7日

捕獲場所 つくば市国松 つくば市筑波

発見状況 捕獲 死亡

個体情報 成獣、雄 成獣、雄

東部家畜保健衛生所 Tel.0475-52-4101  
Fax.0475-52-3335

※夜間・休日は転送されますので、必ず５回以上コールしてください

市町村名 陽性頭数

水戸市 １

常陸太田市 ８

高萩市 １

常陸大宮市 ３

大子町 １１

石岡市 １４

取手市 １

守谷市 １

【これまでの茨城県内陽性事例（40例目まで）】

【検査実施状況】

確認年月 発見場所 頭数 月計

令和2年6月 取手市 １ １

令和2年12月 守屋市 １ １

令和3年2月 常陸太田市 １ １

令和3年3月
常陸太田市 １

４
大子町 ３

令和3年4月
大子町 ３

５
常陸太田市 ２

令和3年5月
大子町 １

３
常陸太田市 ２

令和3年6月

水戸市 １

２５

常陸太田市 ３

高萩市 １

常陸大宮市 ２

大子町 ４

石岡市 １４

〈検査月別〉 〈発見市町村別〉


